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なお以下の計算と図表の作成には R 3.6.1 (R Core Team 2019)、および knitr パッケ
ージ 1.27 (Xie 2015)、lme4 パッケージ 1.1-21 (Bates, Maechler, Bolker, and Walker 
2015) を用いた。 








そこで、受講生を対象に私の意図は伝えずに 1 回目のプリテストを行った。google 














の 5 択で答えてもらった。すべて上から順に 100, 75, 50, 25, 0 という値を割り振って




表 1 プリテスト 1 回目の平均値（カッコ内は標準偏差） 
 
上品 育ちがよい 高／低 
フェンシング 79.0 (20.5) 79.0 (25.1) 68.5 (25.8) 
剣道 68.5 (25.0) 70.2 (18.7) 66.1 (17.7) 
ボート 62.9 (29.5) 74.2 (20.9) 69.4 (21.1) 
卓球 46.0 (21.5) 52.4 (11.8) 46.0 (19.5) 
柔道 45.2 (26.2) 56.5 (17.0) 63.7 (21.3) 
サッカー 37.9 (20.3) 47.6 (17.5) 71.0 (27.5) 
野球 35.5 (21.2) 50.0 (12.9) 75.0 (25.0) 
テコンドー 33.9 (19.9) 47.6 (16.3) 35.5 (18.0) 
アメリカンフットボー
ル 
33.1 (25.3) 55.6 (25.6) 60.5 (26.4) 
レスリング 25.8 (19.9) 40.3 (17.9) 48.4 (20.3) 
ボクシング 10.5 (15.5) 25.0 (18.3) 29.8 (19.8) 
 
 
これら 3 種類の文化威信スコアの級内相関係数 (IntraClass Correlation: ICC) を計算









で計算したので、ICC 項目の値が 1 に近いほど内的一貫性が高い尺度と解釈できる。









表 2 三種類の尋ね方の級内相関係数 (ICC) 
 
上品 育ちがよい 高／低 
評価者間分散 148.27 2.48 16.43 
項目間分散 385.93 231.57 218.29 
残差分散 360.40 351.40 480.39 
ICC 評価者 0.17 0.00 0.02 














A 票と B 票の 2 種類を用意し、それぞれ 29 の文化活動について上品かどうか 5 段
階で評価してもらい、さらに「よくしたことがある」活動にはチェックを入れてもら




ング」「和服と洋服」といったペアを作る。そしてペアの一方を A 票で、他方を B 票
で尋ねている。これは望ましさバイアスや調査者の意図を回答者に読まれることを避





有効サンプル・サイズは A 票が 213、B 票が 216 であった。なお以下の分析では利
用可能なすべての有効回答を用いているので、分析によってサンプル・サイズはまち




今回尋ねた 58 項目の文化威信スコアと標準偏差は表 3 のとおりである。58 の文化
威信スコアの単純平均は、55.1、スコアの標準偏差は 19.9 である。最大値はオペラ






表 3 各項目の文化威信スコアと標準偏差 (SD) 
A 票・項目 
A 票・スコア 





92.1 (14.8) 電子ピアノの演奏 64.8 (21.5) 
オペラ鑑賞 94.1 (13.8) ミュージカルの鑑賞 85.6 (17.0) 
レコードで音楽鑑賞 79.6 (19.8) CD で音楽鑑賞 61.2 (20.2) 
バイオリンの演奏 89.9 (15.7) ギターの演奏 52.9 (21.2) 
カフェ巡り 57.3 (19.7) 居酒屋巡り 26.3 (20.1) 
ぬいぐるみ作り 54.9 (20.6) プラモデル作り 35.3 (22.6) 
生け花 89.1 (14.6) 盆栽作り 75.0 (22.7) 
リコーダーの演奏 46.2 (21.4) クラリネットの演奏 82.1 (19.8) 
アクロバット* 34.4 (22.1) フォークダンス * 71.3 (22.1) 
マンガの読書 24.8 (21.6) 純文学の読書 81.9 (22.3) 
飛行機の操縦 51.2 (23.1) 自動車の運転 42.8 (19.5) 
お弁当作り 52.6 (21.7) お菓子作り 61.0 (19.1) 
柔道* 36.3 (24.1) 弓道の練習 73.7 (21.1) 
資格試験（語学系）の受験 44.8 (24.3) 資格試験（趣味系）の受験 51.3 (21.8) 
ビジネス書の読書 46.4 (26.5) ミステリー小説の読書 55.0 (20.1) 
能楽の鑑賞 81.3 (20.2) マジックの鑑賞 50.9 (19.8) 
デジタルアートの鑑賞 56.3 (24.2) コントの鑑賞 35.3 (21.0) 
JPOP 音楽の鑑賞 40.7 (21.3) クラシック音楽の鑑賞 87.3 (18.2) 
演歌の鑑賞 53.8 (21.9) ボーカロイド音楽の鑑賞 38.5 (23.0) 
フェンシング* 51.5 (26.7) 野球の練習 39.2 (19.7) 
キャップ投げ野球* 26.5 (23.2) ボルダリング * 42.8 (19.5) 
ヨガ 55.9 (21.2) 筋力トレーニング 39.7 (21.5) 
シンクロナイズド・スイミ
ング* 
62.3 (20.3) 水球 * 42.7 (19.6) 
なぎなた* 62.0 (24.3) 剣道 * 55.1 (23.6) 
競技かるた* 62.7 (23.4) トレーディング・カードゲーム（遊戯
王など） 
26.2 (21.9) 
軽自動車の運転 34.2 (22.1) 外車の運転 54.9 (26.9) 
ファーストフードの利
用 
17.5 (19.5) レストランの利用 58.0 (22.0) 
映画鑑賞 52.8 (19.5) オペラ鑑賞 88.1 (18.0) 
タバコの喫煙 14.3 (23.0) 葉巻の喫煙 48.8 (30.5) 
8 
 
表 4 経験の有無別・文化威信スコアと標準誤差（経験率 5%以上の活動だけ） 
 
経験率 経験無し 経験有り 
カフェ巡り 0.18 57.9 (20.1) 54.5 (18.0) 
リコーダーの演奏 0.20 48.1 (19.9) 38.7 (25.4) 
マンガの読書 0.41 24.4 (22.1) 25.3 (21.1) 
お弁当作り 0.10 52.7 (21.8) 51.1 (21.1) 
資格試験（語学系）の受験 0.20 44.2 (24.1) 47.1 (25.1) 
デジタルアートの鑑賞 0.05 56.3 (23.8) 56.8 (31.8) 
JPOP 音楽の鑑賞 0.46 42.4 (23.9) 38.8 (17.6) 
軽自動車の運転 0.06 34.2 (22.0) 33.3 (24.6) 
ファーストフードの利用 0.36 16.9 (19.5) 18.5 (19.6) 
映画鑑賞 0.40 52.9 (20.2) 52.6 (18.5) 
電子ピアノの演奏 0.14 63.8 (21.6) 71.0 (20.5) 
ミュージカルの鑑賞 0.09 85.7 (17.0) 84.2 (17.1) 
CD で音楽鑑賞 0.36 62.4 (19.7) 58.9 (21.1) 
ギターの演奏 0.09 53.3 (21.3) 48.8 (20.6) 
居酒屋巡り 0.09 26.1 (20.1) 27.6 (20.2) 
プラモデル作り 0.06 36.0 (22.4) 25.0 (23.8) 
純文学の読書 0.10 82.7 (20.8) 75.0 (32.7) 
自動車の運転 0.20 42.7 (20.5) 43.2 (14.6) 
お菓子作り 0.14 61.3 (19.9) 59.7 (14.0) 
資格試験（趣味系）の受験 0.12 50.3 (22.0) 59.0 (18.9) 
ミステリー小説の読書 0.19 54.7 (20.4) 56.0 (19.0) 
コントの鑑賞 0.21 35.1 (20.4) 36.1 (23.6) 
クラシック音楽の鑑賞 0.18 87.9 (18.1) 84.6 (18.7) 
ボーカロイド音楽の鑑賞 0.17 37.9 (23.5) 41.2 (20.6) 
野球の練習 0.11 39.0 (19.2) 41.3 (23.4) 
筋力トレーニング 0.17 39.0 (20.8) 43.1 (24.4) 
剣道 * 0.06 55.3 (23.1) 51.9 (31.4) 
トレーディング・カードゲーム（遊戯王など） 0.14 26.1 (20.8) 26.7 (28.6) 










けである (Flinger-Kileen 検定）。 
評価者の性別による違い 
評価者の性別で評価の分布に違いがあるか調べてみた。男女で文化威信スコアに有













アクロバット* 38.3 (21.3) 27.0 (22.2) 
飛行機の操縦 55.2 (21.6) 43.7 (24.3) 
柔道* 39.1 (24.5) 30.3 (22.2) 
電子ピアノの演奏 67.6 (21.5) 60.0 (21.0) 
ギターの演奏 55.3 (22.7) 48.2 (17.6) 
ミステリー小説の読
書 
53.0 (20.9) 59.2 (17.5) 














項目間分散 377.32 455.80 
残差分散 355.97 353.78 
ICC 評価者 0.14 0.08 
ICC 項目 0.44 0.52 
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度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
q2a8r 213 25 100 54.23 21.30
q2b8r 215 0 100 82.09 19.76
q2a9r 209 25 100 53.11 26.90
q2b9r 215 0 100 71.28 22.10
q2a10r 212 25 100 57.78 32.36
q2b10r 216 0 100 81.94 22.32
q2a11r 213 25 100 59.62 21.06




表 4 各項目についての記述統計 
 
 





表 2より、B 票の方が A票より 27.86 だけ平均値が高い（＝上品である）。両者の差を
検定すると、t=-14.03（自由度 422.99）、p=.000で、両者には有意な差がある。 
（2）q2ab9r 
表 2より、B 票の方が A票より 18.17 だけ平均値が高い（＝上品である）。両者の差を
検定すると、t=-7.59（自由度 402.22）、p=.000で、両者には有意な差がある。 
（3）q2ab10r 
表 2より、B 票の方が A票より 24.16 だけ平均値が高い（＝上品である）。両者の差を
検定すると、t=-8.98（自由度 374.02）、p=.000で、両者には有意な差がある。 
（4）q2ab11r 
表 2より、A 票の方が B票より 16.8 だけ平均値が高い（＝上品である）。両者の差を
検定すると、t=8.58（自由度 423.34）、p=.000で、両者には有意な差がある。 
 
調査票タイプ 度数 平均値 標準偏差
A票 213 54.23 21.30
B票 215 82.09 19.76
A票 209 53.11 26.90
B票 215 71.28 22.10
A票 212 57.78 32.36
B票 216 81.94 22.32
A票 213 59.62 21.06





t 値 自由度 有意確率 (両側)
q2ab8r -14.03 422.99 0
q2ab9r -7.59 402.22 0
q2ab10r -8.98 374.02 0


























第 1節 はじめに 
















































第 4節 まとめ 





















































































リコーダーの演奏   212     クラリネットの演奏  213 
フォークダンス    211     アクロバット     212 
マンガの読書     214     純文学の読書     215 




























































































































































































































































































































213 215 213 215 212 215 213 216 
 
集計し、累計する際、「上品である」という評価が一番低くなるということで混乱を
与えると感じたため、「上品である」を 100 に、「やや上品である」を 75に、「中ぐら



























表 2 平均値の差の検定結果 
 t値 自由度 有意確率（両側） 
お弁当/お菓子 
 
4.281 418.287 0.000 
柔道/弓道 
 
17.106 417.723 0.000 
語学系/趣味系 
 
2.897 418.786 0.004 
ビジネス書/ミステ
リー小説 
3.791 394.830 0.000 
 
 















































































213、後者については 216 となっている。 












質問項目 度数 平均値 標準偏差 
軽自動車の運転 213 34.2 22.1 
外車の運転 216 54.9 26.9 
ファーストフードの利
用 
213 17.5 19.5 
レストランの利用 216 58.0 22.0 
映画鑑賞 213 52.8 19.5 
オペラ鑑賞 216 88.1 18.0 
タバコの喫煙 213 14.3 23.0 














表 2 「手間がかかる活動」/「かからない活動」、4組についての t検定 
項目 t 値 自由度 ｐ値 
自動車の運転 -8.71 413 0 
外食 -20.2 422 0 
文化活動 -19.4 423 0 




































るという世論調査まで出ることになった(村上, 1985, pp.185-188)。 
 だが、村上によるこの議論がなされた時から 30 年以上が経過した。この数十年の間
には、先進諸国における経済成長の停滞と、明らかな所得格差の拡大があった。ミラ
ノヴィッチ(2017)によれば、1988年から 2008年（ベルリンの壁崩壊から世界金融危
機まで）の 20年間において、アジアの新興国（主に中国）の中間層が 80%や 120%とい
った実質賃金の伸びを見せる一方で、先進国（主にアメリカ、ドイツ、日本）の下位
中間層は実質賃金の増加がなかった。日本に至っては、下位 50%に位置する人々の実






























































表 1 母平均の差の検定 








-20.175 422.050 0.000 
映画鑑賞／オ
ペラ鑑賞 
-19.425 423.437 0.000 
タバコ／葉巻
の喫煙 
-13.425 400.153 0.000 
 
データをもとに検定を行うと、以下のことが分かる。 
(I) 外車の運転のほうが、軽自動車の運転よりも 20.7 だけ平均値が高い。両者の
差を検定すると、ｔ=-8.71（自由度 413）、ｐ= .00 なので、両者に有意な差が
ある。 
(II) レストランの利用のほうが、ファーストフードの利用よりも 40.5だけ平均値
が高い。両者の差を検定すると、ｔ=-20.17（自由度 422）、ｐ= .00 なので、
両者に有意な差がある。 
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212 214 213 215 211 213 212 215 
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調査票タイプ   度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
ab1 A 票 212 92.0991 14.78774 1.01563 
  B 票 214 64.8364 21.50655 1.47016 
ab2 A 票 213 94.1315 13.76424 0.94311 
  B 票 215 85.5814 16.95959 1.15663 
ab3 A 票 211 79.6209 19.80496 1.36343 
  B 票 213 61.1502 20.21619 1.38519 
ab4 A 票 212 89.8585 15.69039 1.07762 










ab1では、t値が 15.257、有意確率が 0.00 なので、有意な差があると判断できる。 
ab２では、t 値が 5.729、有意確率が 0.00 なので、有意な差があると判断できる。 
ab３では、t 値が 9.503、有意確率が 0.00 なので、有意な差があると判断できる。 













































































































































































































鑑賞」の組を ab2、「レコードで音楽鑑賞」と「CD で音楽鑑賞」の組を ab3、「バイオリ






文化活動項目 度数 平均値 標準偏差 
パイプオルガンの演奏 212 1.316 0.59151 
電子ピアノの演奏 214 2.4065 0.86026 
オペラ鑑賞 213 1.2347 0.55057 
ミュージカルの鑑賞 215 1.5767 0.67838 
レコードで音楽鑑賞 211 1.8152 0.7922 
ＣＤで音楽鑑賞 213 2.554 0.80865 
バイオリンの演奏 212 1.4057 0.62762 

































２つの母平均の差の検定   
t値 自由度 有意確立（両側） 
ab1 等分散を仮定しない -15.257 377.976 0.000 
ab2 等分散を仮定しない -5.729 410.146 0.000 
ab3 等分散を仮定しない -9.503 421.948 0.000 






























職業』関東学院大学人文科学研究所報 (22), 147-162、関東学院大学人文科学研究所 
・石坂友司、2002、『学歴エリートの誕生とスポーツ--帝国大学ボート部の歴史社会学
的研究から』スポーツ社会学研究 10, 60-71、日本スポーツ社会学会 
・橋本健二、1988、『文化評価の構造と文化の階層性 Structure of Rank Ordering of 
Cultural Activities and Stratification of Culture』静岡大学教養部研究報告 人































2 Robotic Process Automation の略 









































 2019 年 10 月に京都大学の学生を対象に質問紙調査「文化活動に関する意識調査」


















表 1 ①t 検定の結果 
  n 平均値 標準偏差 t値 自由度 
オペラ鑑賞 213 94.1 13.8 
5.73*** 410 
ミュージカル鑑賞 215 85.6 17.0 
                                                              ***p<.001 
 





表 2 ②の t検定結果 
  n 平均値 標準偏差 t値 自由度 
レコードでの音楽鑑賞 211 79.6 19.8 
9.50*** 422 
CDでの音楽鑑賞 213 61.2 20.2 
                                                         ***p<.001 
 





表 3 ③の t検定結果 
  n 平均値 標準偏差 t値 自由度 
クラリネットの演奏 215 82.1 19.8 
-18.0*** 423 
リコーダーの演奏 213 46.2 21.4 
                                                               ***p<.001 

























・片岡栄美，1998,「音楽愛好者の特徴と音楽ジャンルの親近性――音楽の好みと学歴・    
 職業」，『関東学院大学人文科学研究所報』22, 1 
・森美術館“未来と芸術展：AI、ロボット、都市、生命――人は明日どう生きるのか” 
 https://www.mori.art.museum/jp/exhibitions/future_art/ 2020 年 1月 26日閲覧 
・皆川達夫『バロック音楽』講談社学術文庫,2006 
・一般社団法人・日本レコード協会“レコード産業界の歴史” 
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  （２）活動人口が少ないイメージがあり、かつ由来が新しいイメージのある活動 
  （３）活動人口が多いイメージがあり、かつ由来が古いイメージのある活動 
















  （２）ボーカロイド音楽の鑑賞 
  （３）演歌の鑑賞 




  （２）キャップ投げ野球 
  （３）野球 
  （４）ボルダリング 



















能楽 213 81.3 
マジック 215 50.9 
コント 216 35.3 

















表 1-2 エンターテインメント活動に対する回答の平均値の差の検定結果 
 
t値 自由度 有意確率 
能楽/デジタルアート 58.8 212 0.000 
能楽/マジック 15.7 426 0.000 











  度数 平均値 
クラッシック 87.2 215 
ボーカロイド 38.5 215 
演歌 53.8 213 











値の差について行った、t検定の結果を、次の表 2-2 に示す。 
 
表 2-2 エンターテインメント活動に対する回答の平均値の差の検定結果 
  t値 自由度 有意確率 
クラッシック/ボーカロイド 23.8 214 0.000 
クラッシック/演歌 -17.2 411 0.000 












表 3-1 スポーツ活動に対する回答の度数と得点の平均値 
  度数 平均値 
フェンシング 212 51.5 
キャップ投げ野球 26.5 211 
野球 216 39.2 
















表 3-2 スポーツ活動に対する回答の平均値の差の検定結果 
  t値 自由度 有意確率 
フェンシング/キャップ投げ野球 13.0 210 0.000 
フェンシング/野球 5.42 388 0.000 























































































② デジタルアートの鑑賞  

































































A.  エンターテイメント 
〈「①能楽の鑑賞」と「②デジタルアートの鑑賞」〉 
表 1-1 能楽の鑑賞とデジタルアートの鑑賞の上品さの比較 











表 1-2 能楽の鑑賞とデジタルアートの鑑賞の平均値の差の検定結果 










34 212 0 
 
表 1-1のように、「能楽の鑑賞」の方が「デジタルアートの鑑賞」よりも 25 だけ平均




表 2-1 能楽の鑑賞とマジックの鑑賞の上品さの比較 

















表 2-2 能楽の鑑賞とマジックの鑑賞の平均値の差の検定結果 










15.7 426 0 
 
表 2-1のように、「能楽の鑑賞」の方が「マジックの鑑賞」よりも 30.4だけ平均値が
高い。両者の差を検定すると、t ＝15.7（自由度 426）、p＝0.00で、有意な差はある。 
 
〈「①能楽の鑑賞」と「④コントの鑑賞」〉 
表 3-1 能楽の鑑賞とコントの鑑賞の上品さの比較 







表 3-2 能楽の鑑賞とコントの鑑賞の平均値の差の検定結果 










23.1 426 0 
 
表 3-1のように、「能楽の鑑賞」の方が「コントの鑑賞」よりも 46 平均値が高い。両




















表 4-2 クラシック音楽の鑑賞とボーカロイド音楽の鑑賞の平均値の差の検定結果 
  














23.8 214 0 
 
表 4-1のように、「クラシック音楽の鑑賞」の方が「ボーカロイド音楽の鑑賞」よ 



















表 5-2 クラシック音楽の鑑賞と演歌の鑑賞の平均値の差の検定結果 












17.2 411 0 
  
表 5-1のように、「クラシック音楽の鑑賞」の方が「演歌の鑑賞」よりも 33.5 平均値が






















表 6-2 クラシック音楽の鑑賞と J-POP音楽の鑑賞の平均値の差の検定結果 
  













24.3 415 0 
 










  〈「①フェンシング」と「②キャップ投げ野球」〉 














表 7-2 フェンシングとキャップ投げ野球の平均値の差の検定結果 
  











12.9 210 0 
 
表 7-1のように、「フェンシング」の方が「キャップ投げ野球」よりも 25平均値が高い。








  〈「①フェンシング」と「③野球の練習」〉 










表 8-2 フェンシングと野球の練習の平均値の差の検定結果 
  










5.4 387 0 
 
表 8-1 のように、「フェンシング」の方が「野球の練習」よりも 12.3 平均値が高い。
両者の差を検定すると、t ＝5.4（自由度 387）、p＝0.00で、有意な差はある。 
 
〈「①フェンシング」と「④ボルダリング」〉 













表 9-2 フェンシングとボルダリングの平均値の差の検定結果 
  










3.8 386 0 
表 9-1のように、「フェンシング」の方が「ボルダリング」よりも 9.7 平均値が高い。











































































































ヨガ 213 2.77 0.847
シンクロナイズド・スイミング 212 2.51 0.812
なぎなた 211 2.52 0.973
競技かるた 212 2.49 0.936
筋力トレーニング 216 3.41 0.858
水球 216 3.29 0.785






























組① 7.85 423 .000***
組② 10.1 425 .000***
組③ 2.97 424 .003**
組④ 16.7 423 .000***
表3．それぞれの組の母平均の差の検定結果

















間・環境学』24: 29-41.  
Bourdieu, Pierre., 1979, La Distinction: Critique sociale du jugement, 






















































項目 度数 平均値 標準偏差 
ヨガ 213 55.9 21.2 
筋トレ 216 39.7 21.5 
シンクロナイズド・スイミング 212 62.3 20.3 
水球 216 42.7 19.6 
なぎなた 211 62.0 24.3 
剣道 216 55.1 23.6 
競技かるた 212 62.7 23.4 
トレーディングカードゲーム 
（遊戯王など） 

























































































































































質問項目 度数 平均値 標準偏差 
q1-a 213 55.87 21.19 
q1-b 216 39.7 21.45 
q2-a 212 62.26 20.29 
q2-b 216 42.71 19.64 
q3-a 211 61.97 24.32 
q3-b 216 55.09 23.57 
q4-a 212 62.74 23.41 
q4-b 216 26.16 21.94 
 





  表２ 検定結果 
質問項目 t値 自由度 
q1 t=7.85*** 426 
q2 t=10.13*** 424.87 
q3 t=2.97** 423.73 
q4 t=16.67*** 423.05 




















































































において、a 群の質問項目が b群の質問項目の平均値を上回っていることがわかる。 
 















質問項目 度数 平均値 標準偏差
Q1-a 213 55.87 21.19
Q1-b 216 39.7 21.45
Q2-a 212 62.26 20.29
Q2-b 216 42.71 19.64
Q3-a 211 61.97 24.32
Q3-b 216 55.09 23.57
Q4-a 212 62.74 23.41
Q4-b 216 26.16 21.94
116 
 
表 4 検定結果 
 



























































































  n 平均値 標準偏差 
ヨガ 213 2.92 2.37 







  n 平均値 標準偏差 
シンクロナイズド・スイミング 212 2.51 0.81 







表 1 ヨガ/筋力トレーニングの度数、平均値、標準偏差 




  n 平均値 標準偏差 
なぎなた 211 2.52 0.97 








  n 平均値 標準偏差 
競技かるた 212 2.49 0.94 















表 3 なぎなた/剣道の度数、平均値、標準偏差 


























































































カフェ巡り 213 57.3 19.7 
居酒屋巡り 215 26.3 20.1 
ぬいぐるみ作り 213 54.9 20.6 
プラモデル作り 215 35.3 22.6 
生け花 213 89.1 14.6 
盆栽作り 216 75.0 22.7 
 
（１） カフェ巡りと居酒屋巡り 
 表１より、カフェ巡りのほうが居酒屋巡りよりも 31 点だけ高い。両者の差を検定す
ると、t=16.1 (自由度 426)、p=.000 で、有意な差がある。 
（２） ぬいぐるみ作りとプラモデル作り 
表１より、ぬいぐるみ作りのほうがプラモデル作りよりも 19.6 点だけ高い。両者の
差を検定すると、t=9.38 (自由度 423)、p=.000で、有意な差がある。 
（３） 生け花と盆栽作り 
表１より、生け花のほうが盆栽作りよりも 14.1点だけ高い。両者の差を検定する


























































調査の結果、表 1 のように、カフェ巡りと居酒屋巡りでは 31 点、ぬいぐるみ作りと
プラモデル作りでは 19.6 点、生け花と盆栽作りでは 14.1点、女性的な趣味のほうが平
均点数が高くなった。それぞれの両者の差を検定すると、カフェ巡りと居酒屋巡りでは
t=16.1（自由度 426）、p=.000、ぬいぐるみ作りとプラモデル作りでは t=9.4（自由度











表 1 女性的な趣味とそうでない趣味の文化的評価の記述統計（単位：点） 
質問項目 サ ン プ ル
サイズ 
平均値 標準偏差 
カフェ巡り 213 57.3 19.7 
居酒屋巡り 215 26.3 20.1 
ぬいぐるみ作り 213 54.9 20.6 
プラモデル作り 215 35.3 22.6 
生け花 213 89.1 14.6 
























































































度数 213 215 213 215 213 215





















































カフェ巡り 213 57.3 19.7
居酒屋巡り 215 26.3 20.1
度数 平均値 標準偏差
ぬいぐるみ作り 213 54.9 20.6
プラモデル作り 215 35.3 22.6
度数 平均値 標準偏差
生け花 213 89.1 14.6


































































































表 2 各項目の平均値の差の検定 
 表 2より、有意確率は 0.005よりも小さいため、t値は十分大きいといえる。よっ
て各項目間の平均値には有意な差がある。また、「カフェ巡り・居酒屋巡り」において
最も平均値に差がある。 























カフェ巡り/居酒屋巡り 16.099 426 .000 30.99793 
ぬいぐるみ作り/プラモデル作り 9.383 423.17 .000 19.58074 
生け花/盆栽 7.641 367.303 .000 14.08451 
性別 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 t 値 自由度 有意確率 (両側)
男 135 58.7 21.665 1.865
女 75 54.33 15.582 1.799
男 135 54.07 22.068 1.899
女 75 56.33 17.482 2.019
男 135 89.07 15.151 1.304
女 75 89.67 13.057 1.508
男 141 26.6 20.532 1.729
女 71 24.65 18.657 2.214
男 142 36.62 23.381 1.962
女 70 33.21 20.73 2.478
男 142 73.59 23.963 2.011





















































性別 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 t 値 自由度 有意確率 (両側)
男 146 55.14 15.233 1.261
女 82 64.63 22.89 2.528
男 146 50 0 0
女 82 51.83 9.445 1.043
男 146 50.68 5.832 0.483
女 82 52.44 10.837 1.197
男 147 53.4 12.633 1.042
女 82 55.49 15.725 1.737
男 147 53.4 12.633 1.042






















・高井範子 岡野孝治（2009）太成学院大学紀要 11 巻 ｐ61～73 
「ジェンダー意識に関する検討―男性性・女性性を中心にして」 









































































416 個で、性別は男性 64%・女性 34%だった。＜表 1＞  
<表 1＞ 調査に用いたデータの統計量 







文系：221（51.4%） 男性：227（64.4%） A 票：213 
理系：199（46.3%） 女性：146（34.0%） B 票：216 
欠損値 10 7 1 











ｔ値 p 値 
男性 女性 男性 女性 
ス ポ
ーツ 
アクロバット 2.53 2.08 0.851 0.888 3.579*** .000 
柔道 2.56 2.21 0.982 0.890 2.555* .011 




3.70 3.40 0.860 0.841 2.421* .016 






3.12 3.37 0.838 0.702 -2.132* .034 
飛行機の操縦 3.21 2.75 0.865 0.974 3.535** .001 












































0.365* 0.399 6.387 
資格試験（趣味系）の受
験 
1.210 0.453 0.177 
お菓子作り 0.469 0.390 3.780 
ボーカロイド音楽の鑑
賞 
1.825 0.413 2.127 
JPOP 音楽の鑑賞 0.433** 0.282 8.829 
トレーディング・カー
ドゲーム（遊戯王など） 
5.658** 0.627 7.649 
資格試験（語学系）の受
験 
0.458* 0.343 5.174 
カフェ巡り 0.277*** 0.365 12.391 
クラシック音楽の鑑賞 0.872 0.362 0.144 
レストランの利用 0.594 0.295 3.125 
自動車の運転 2.535* 0.403 5.330 
コントの鑑賞 2.631* 0.402 5.789 
リコーダーの演奏 0.433* 0.346 5.839 
ミステリー小説の読書 0.429* 0.346 5.953 
ファーストフードの利
用 
0.757 0.289 0.929 
筋力トレーニング 4.116** 0.504 7.884 
CD で音楽鑑賞 0.914 0.290 0.097 
映画鑑賞 0.699 0.283 1.593 
マンガの読書 0.743 0.282 1.108 
***p<0.001 **p<0.01 *p<0.05 
 




























奥田和彦, 1984, 『消費行動パラダイムの新展開』, 白桃書房. 
山口理恵, 2010,「スポーツ・ジェンダー研究の「まなざし」について」,『スポーツ社会
学研究』18(2), 39-52. 
Bourdieu, P.1984, Distinction: A Social Critique of the Judgement of Taste, 
Cambridge: Harvard University Press. 
Bryson, Bethany. 1996, "Anything But Heavy Metal": Symbolic Exclusion and 
























































1 パイプオルガンの演奏 1 2 3 4 5 ☐ 
2 オペラ鑑賞 1 2 3 4 5 ☐ 
3 レコードで音楽鑑賞 1 2 3 4 5 ☐ 
4 バイオリンの演奏 1 2 3 4 5 ☐ 
5 カフェ巡り 1 2 3 4 5 ☐ 
6 ぬいぐるみ作り 1 2 3 4 5 ☐ 
7 生け花 1 2 3 4 5 ☐ 
8 リコーダーの演奏 1 2 3 4 5 ☐ 
9 アクロバット* 1 2 3 4 5 ☐ 
10 マンガの読書 1 2 3 4 5 ☐ 
11 飛行機の操縦 1 2 3 4 5 ☐ 
12 お弁当作り 1 2 3 4 5 ☐ 
13 柔道* 1 2 3 4 5 ☐ 
14 資格試験（語学系）の受験 1 2 3 4 5 ☐ 
15 ビジネス書の読書 1 2 3 4 5 ☐ 
16 能楽の鑑賞 1 2 3 4 5 ☐ 
17 デジタルアートの鑑賞 1 2 3 4 5 ☐ 
18 JPOP 音楽の鑑賞 1 2 3 4 5 ☐ 
19 演歌の鑑賞 1 2 3 4 5 ☐ 
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20 フェンシング* 1 2 3 4 5 ☐ 
21 キャップ投げ野球* 1 2 3 4 5 ☐ 
22 ヨガ 1 2 3 4 5 ☐ 
23 シンクロナイズド・スイミン
グ* 
1 2 3 4 5 ☐ 
24 なぎなた* 1 2 3 4 5 ☐ 
25 競技かるた* 1 2 3 4 5 ☐ 
26 軽自動車の運転 1 2 3 4 5 ☐ 
27 ファーストフードの利用 1 2 3 4 5 ☐ 
28 映画鑑賞 1 2 3 4 5 ☐ 
29 タバコの喫煙 1 2 3 4 5 ☐ 
 
問3 上に挙げた活動で、あなたがこれまでよくしたことのある活動があれば、上のリス





























































1 電子ピアノの演奏 1 2 3 4 5 ☐ 
2 ミュージカルの鑑賞 1 2 3 4 5 ☐ 
3 CD で音楽鑑賞 1 2 3 4 5 ☐ 
4 ギターの演奏 1 2 3 4 5 ☐ 
5 居酒屋巡り 1 2 3 4 5 ☐ 
6 プラモデル作り 1 2 3 4 5 ☐ 
7 盆栽作り 1 2 3 4 5 ☐ 
8 クラリネットの演奏 1 2 3 4 5 ☐ 
9 フォークダンス * 1 2 3 4 5 ☐ 
10 純文学の読書 1 2 3 4 5 ☐ 
11 自動車の運転 1 2 3 4 5 ☐ 
12 お菓子作り 1 2 3 4 5 ☐ 
13 弓道の練習 1 2 3 4 5 ☐ 
14 資格試験（趣味系）の受
験 
1 2 3 4 5 ☐ 
15 ミステリー小説の読書 1 2 3 4 5 ☐ 
16 マジックの鑑賞 1 2 3 4 5 ☐ 
17 コントの鑑賞 1 2 3 4 5 ☐ 





1 2 3 4 5 ☐ 
20 野球の練習 1 2 3 4 5 ☐ 
21 ボルダリング * 1 2 3 4 5 ☐ 
22 筋力トレーニング 1 2 3 4 5 ☐ 
23 水球 * 1 2 3 4 5 ☐ 
24 剣道 * 1 2 3 4 5 ☐ 
25 トレーディング・カー
ドゲーム（遊戯王など） 
1 2 3 4 5 ☐ 
26 外車の運転 1 2 3 4 5 ☐ 
27 レストランの利用 1 2 3 4 5 ☐ 
28 オペラ鑑賞 1 2 3 4 5 ☐ 
29 葉巻の喫煙 1 2 3 4 5 ☐ 
 
問3 上に挙げた活動で、あなたがこれまでよくしたことのある活動があれば、上のリス











A 票 B 票 計 
213 216 429 
 




















問 1 性別 
男 女 その他 無回答 計 















ない 無回答 計 
パイプオルガンの演奏 158 42 11 1 0 1 213 
オペラ鑑賞 175 27 10 1 0 0 213 
レコードで音楽鑑賞 82 91 35 1 2 2 213 
バイオリンの演奏 142 54 16 0 0 1 213 
カフェ巡り 11 65 120 9 8 0 213 
ぬいぐるみ作り 14 48 124 20 7 0 213 
生け花 130 73 10 0 0 0 213 
リコーダーの演奏 7 26 125 38 17 0 213 
アクロバット* 3 9 91 67 39 4 213 
マンガの読書 2 4 54 82 70 1 213 
飛行機の操縦 13 39 124 19 18 0 213 
お弁当作り 11 46 123 20 13 0 213 
柔道* 6 8 108 45 46 0 213 
資格試験（語学系）の受験 9 27 115 33 28 1 213 
ビジネス書の読書 15 37 87 50 24 0 213 
能楽の鑑賞 96 80 34 1 2 0 213 
デジタルアートの鑑賞 20 59 103 17 14 0 213 
JPOP 音楽の鑑賞 4 14 120 49 26 0 213 
演歌の鑑賞 12 52 117 20 12 0 213 
フェンシング* 20 45 97 28 22 1 213 
キャップ投げ野球* 2 5 70 61 73 2 213 
ヨガ 10 68 106 20 9 0 213 
シンクロナイズド・スイミン
グ* 
19 85 94 9 5 1 213 
なぎなた* 30 74 84 13 10 2 213 
競技かるた* 30 75 89 9 9 1 213 
軽自動車の運転 2 6 106 53 46 0 213 
ファーストフードの利用 1 0 36 73 103 0 213 
映画鑑賞 9 42 135 18 9 0 213 
タバコの喫煙 4 1 37 29 142 0 213 
152 
 










ない 無回答 計 
電子ピアノの演奏 32 81 86 12 3 2 216 
ミュージカルの鑑賞 114 78 23 0 0 1 216 
CD で音楽鑑賞 24 62 116 7 4 3 216 
ギターの演奏 13 45 118 32 7 1 216 
居酒屋巡り 2 3 54 101 55 1 216 
プラモデル作り 4 9 99 63 40 1 216 
盆栽作り 70 91 44 7 4 0 216 
クラリネットの演奏 101 78 33 2 1 1 216 
フォークダンス * 55 85 66 6 3 1 216 
純文学の読書 107 74 28 2 5 0 216 
自動車の運転 4 9 146 35 22 0 216 
お菓子作り 15 83 102 12 3 1 216 
弓道の練習 62 88 58 6 1 1 216 
資格試験（趣味系）の受験 10 42 127 21 15 1 216 
ミステリー小説の読書 12 53 123 22 6 0 216 
マジックの鑑賞 11 31 135 31 7 1 216 
コントの鑑賞 4 7 94 80 31 0 216 
クラシック音楽の鑑賞 132 62 18 4 0 0 216 
ボーカロイド音楽の鑑賞 7 10 108 57 33 1 216 
野球の練習 4 6 121 63 22 0 216 
ボルダリング * 3 15 133 45 19 1 216 
筋力トレーニング 6 9 117 58 26 0 216 
水球 * 6 9 134 50 17 0 216 
剣道 * 17 60 100 28 11 0 216 
トレーディング・カードゲーム（遊
戯王など） 
2 3 67 75 69 0 216 
外車の運転 22 65 81 29 19 0 216 
レストランの利用 18 65 111 12 10 0 216 
オペラ鑑賞 137 59 17 2 1 0 216 









る 無回答 計 
パイプオルガンの演奏 212 1 0 213 
オペラ鑑賞 204 9 0 213 
レコードで音楽鑑賞 208 5 0 213 
バイオリンの演奏 204 9 0 213 
カフェ巡り 174 39 0 213 
ぬいぐるみ作り 210 3 0 213 
生け花 207 6 0 213 
リコーダーの演奏 171 42 0 213 
アクロバット* 207 6 0 213 
マンガの読書 126 87 0 213 
飛行機の操縦 212 1 0 213 
お弁当作り 191 22 0 213 
柔道* 205 8 0 213 
資格試験（語学系）の受験 170 43 0 213 
ビジネス書の読書 205 8 0 213 
能楽の鑑賞 208 5 0 213 
デジタルアートの鑑賞 202 11 0 213 
JPOP 音楽の鑑賞 115 98 0 213 
演歌の鑑賞 209 4 0 213 
フェンシング* 211 2 0 213 
キャップ投げ野球* 209 4 0 213 
ヨガ 205 8 0 213 
シンクロナイズド・スイミング
* 
213 0 0 213 
なぎなた* 213 0 0 213 
競技かるた* 206 7 0 213 
軽自動車の運転 201 12 0 213 
ファーストフードの利用 136 77 0 213 
映画鑑賞 128 85 0 213 




問 3 よくしたことのある活動にチェック（B 票） 
 
よくしたことはない よくしたことがある 無回答 計 
電子ピアノの演奏 185 31 0 216 
ミュージカルの鑑賞 197 19 0 216 
CD で音楽鑑賞 138 78 0 216 
ギターの演奏 196 20 0 216 
居酒屋巡り 197 19 0 216 
プラモデル作り 204 12 0 216 
盆栽作り 216 0 0 216 
クラリネットの演奏 209 7 0 216 
フォークダンス * 213 3 0 216 
純文学の読書 194 22 0 216 
自動車の運転 172 44 0 216 
お菓子作り 185 31 0 216 
弓道の練習 209 7 0 216 
資格試験（趣味系）の受験 191 25 0 216 
ミステリー小説の読書 174 42 0 216 
マジックの鑑賞 207 9 0 216 
コントの鑑賞 171 45 0 216 
クラシック音楽の鑑賞 177 39 0 216 
ボーカロイド音楽の鑑賞 179 37 0 216 
野球の練習 193 23 0 216 
ボルダリング * 209 7 0 216 
筋力トレーニング 180 36 0 216 
水球 * 213 3 0 216 
剣道 * 203 13 0 216 
トレーディング・カードゲーム
（遊戯王など） 
186 30 0 216 
外車の運転 213 3 0 216 
レストランの利用 146 70 0 216 
オペラ鑑賞 211 5 0 216 
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